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上里町シルバー人材センター事業計画書 

（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで） 

 

様々な感染症の流行、そして異常気象、加速する気候変動、全国各地で多々発生し

ている災害等と予断を許さない日々となってきています。今年は災いの少ない年であ

ることを祈りつつ、各自が災害への備えを進める年にしなければいけません。日本経

済は人口減少や少子高齢化、都市と地方の経済格差といった構造的なマクロ課題はあ

るものの緩やかなプラス成長が継続されると思われます。米国の関税政策や世界経済

の不透明性など不安な部分はあるものの、海外経済や日本経済は大崩れすることはな

いと考えられます。 

「フリーランス法」が令和６年１１月１日に施行され、当シルバー人材センターで

は令和８年４月より会員に業務委託する契約方法の見直し等をおこない、会員の皆さ

んが安心・安全に就業できる環境を整備して参ります。 

会員が持つ知識・経験・技能を活かし安全就業はもとより適正就業、就業拡大、会

員数増大に力を注ぎ、より多くの高齢者の方々に就業していただき、受注いただいた

仕事を通じて地域の暮らし、まちづくり、そして地域社会の発展に貢献できる組織を

目指します。 

 

１ 現状と課題 

現在の日本の社会・経済構造は、高齢化と人口減少という大きな転換期にあり、そ

の中でシルバー人材センターが高齢者雇用を果たす役割は非常に重要です。そのため

には、就業形態の柔軟化、仕事の多様化、企業や地域との連携強化などの社会的な取

組みが必要です。会員の方々の健康管理にはより注意を払うと同時に後期高齢者であ

ってもできる就業の開拓を急がなくてはなりません。 

２ 計画目標と方針 

  １）契約金額の維持（目標：１億８千万円、中期計画 １億６千８百万円） 

  ２）派遣比率の向上（目標：契約額の派遣比率 ５５％、中期計画 ４６％） 

  ３）会員数を維持 （目標：会員数２６５名、 中期計画 ２６０名） 

  ４）高い就業率の維持（目標：８５％、中期計画 ８１％） 

  ５）女性会員比率の向上（目標：４０％、中期計画 ３７％） 

  ６）就業中、就業途上の事故撲滅 

 

 



 

 

３ 重点的施策 

１）会員数維持（女性比率向上） 

２）就業開拓 

３）安全・適正就業 

４）町役場・町議会そして外郭団体との関係強化 

５）組織・運営体制の強化 

４ 会員維持について 

  入会説明会である『お仕事説明会』を前年に続き毎月開催とします。そして７月と

２月は女性限定の説明会、１０月と２月を強化月間として月２回の開催で入会者の促

進を図ります。また、令和９年１～３月には令和８年度の会費を無料とするキャンペ

ーンを実施して、入会へのモチベーションを高めます。今後はワークシェアリングを

拡げることにより、会員就業率の増加、会員数の維持をしていきます。 

５ 就業開拓について 

  就業開拓専門員が中心となり、引き続き新規の顧客にて就業開拓を進めてまいりま

す。また、会員の望むような就業を増やし就業率の改善をします。特に、ホワイトカ

ラー向け事務職種の派遣開拓及び後期高齢者であってもできる就業の開拓を急がな

くてはなりません。 

 

６ 安全・適正就業について 

  今年度も安全就業に取り組んでいきます。それに加えまして会員の健康管理のため、

フレイル測定の対象を拡大してフレイルとの共生社会を目指します。また、適正就業

に関しては就業実態を把握し、契約内容・就業形態を積極的に見直します。 

７ 町役場・町議会との関係強化について 

  シルバー人材センターの事業には、町役場・町議会のセンターの意義と活動に対す

る理解、支援が不可欠となります。今後も定期訪問を通じて強化していきます。 

８ 組織・運営体制の強化について 

導入済みの業務・経理の統合システムを有効活用し、職員の負担を減らします。

職場の労働環境を改善すると共に職場の活性化を図ります。 


